
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

  夏休み前に、りんくる内に「ボールプール」を置きました。大人気です。ボールを投げあった

り、ボールの下にもぐったり、大の字になりくつろいだりしています。 

 

 

              

 

①感覚統合の促進 

ボールプールでは、異なる形や色やサイズのボー

ルに触れることができます。そのことにより、触

覚、視覚、聴覚に対して、適切な行動や反応（感覚

統合）をする力を身につけることに効果がありま

す。 

 

                      安全な環境での遊び: ボールプールは柔らかい素

材で作られているため、安全に遊ぶことができ、突

然の落下や衝突によるけがのリスクを最小限に抑え 

                     ることができます。 

 

②ストレスの軽減 

発達障害を持つ子供たちは、外部からの刺激に敏感な場合 

があります。ボールプールはリラックスした環境を提供し、 

ストレスや不安を軽減するのに役立ちます。 

 

③社会的スキルの向上 

ボールプールは複数の子供が一緒に遊ぶ場にもなります。 

他の子供と一緒に遊ぶことで、コミュニケーション能力や協力心、共感力などの社会的スキル

を向上させることが期待できます。 

 

④運動能力の向上 

ボールプール内での移動やボールの掴み取りなどの活動は、子供たちの運動能力を向上させ

るのに役立ち、体のバランス感覚や筋力を発達させることができます。 
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ボ － ル プ ー ル 大 人 気 

【ボールプールを通して身につく 4 つの力】 

ボ－ルプールは、安全で楽しい環境を提供し、目や耳などから入ってくる感覚に対して、 

適切な行動や反応をする力を身につけたり、運動能力の発達をうながします。  



 

 

 

 

 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

少しずつ、e スポ－ツに取り組む子が増えてきました。最初は、

コントロ－ラ－ではなく、キ－ボ－ドとマウスでの操作に戸惑ってい

ました。 

それでも、何度か、プレイをすると、すっかりキ－ボ－ドとマウス

での操作に慣れます。左指で、前後左右やジャンプなどの動きを

操り、右手でマウスを動かし、前後左右周囲や進む方向を考えな

がら、プレイをしてます。 

 りんくる通信６月号でお知らせしましたように、e スポ－ツをプレイする

ことにより、以下ような効果を期待できます。 

〇キーボ－ドとマウスの操作力などコンピュ－タスキルの取得や向上  

〇上達することによる自己肯定感の向上  

〇空間認識能力の向上  

〇対戦ゲームでは瞬間的判断力の向上  

〇協力型ゲームではコミュニケーション能力の向上  

〇デジタルリテラシーなどを身につける            など、です。                           

 年齢の低い子には、「フォール・ガイズ」という e スポ－ツが人気

です。「フォール・ガイズ」は、テレビ番組の「サスケ」のようにアス

レチックコースを進みクリアするゲームです。クリアするごとにレベ

ルが上がり、自己肯定感も向上します。 

 年齢の高い子は、対戦型ゲームの「フォートナイト」が人気で

す。ビクトリ－・ロイヤル（優勝）を目指し、頑張っています。  

一人ひとりに ID カードを発行

し、りんくるで保管しています。e

スポ－ツをしたい時は、スタッフ

から、ID カードを受け取ります。

デジタルリテラシ－を身につけて

もらうのが目的です。 

ゲ－ムのアカウントは、りんくるの

みで使用することになってます。 


